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平成２２年 度  事 業 報 告 書 
 

  ２２年  １月  １日から  ２２年  １２月  ３１日まで 
 
 
   セカンドハーベスト・ジャパン  
 
 １ 事業の成果 
   本年度の本法人の事業はほぼ計画通り行われ、本年度事業の目標は概ね達成された。 
 
 ２ 事業の実施に関する事項 
 
  （１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

支出額 
（千円） 

 

 ①ハーベスト 
キッチン 

  
炊き出し活動 

  
年間50回 

(毎週土曜日) 

 
 上野公園 

専従ｽﾀｯﾌ 
2名/1000 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
3,750名/ 
11,232 
時間 

高齢者、失業
者、貧困生活
者、ホームレ
スなど 
年間38,270食 

 
 
 5,179 

②ハーベスト 
パントリー 

  
母子家庭、高齢者、貧困

生活者、移住労働者等に食
品を直接提供する事業 

  
年間を通し

て平日ほぼ毎
日 

  
全国 

専従ｽﾀｯﾌ 
3名 
 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
168名/ 
588時間 

母子家庭、高
齢者、貧困生
活 者 、 失 業
者、 D V被害
者、移住労働
者、難民など 
年間2,185ﾊﾟｯ
ｹｰｼﾞ/37トン 
直接ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ 
年間19.7トン 
1528人 

 
 
8,147 

 

③フードバン
ク 

  
フードバンク事業 

企業、個人、学校や教会な
どから寄贈される食品を集
め福祉団体、NPO法人、市
民団体などに届ける事業 

  
年間を通し

てほぼ毎日 

  
全国 

専従ｽﾀｯﾌ 
5名 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
 312名/ 
934時間 

子供、母子家
庭、貧困生活
者、高齢者、
依存者、DV被
害者、難民な
ど 
年間813トン 
全国約400施
設(関東圏210
施設、15,930
人) 

 
 22,593 

④政策提言と 

発展 

 フードバンク活動を広げ
る為の事業 

 講演活動、各種展示会出
展、ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開
催、ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ構築の
ための他のﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ支援、
農林水産省ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ実態調
査への協力、Global Food 

bank Networkでの研修など 

 年間を通し
て随時 

 東京都を中
心に関東圏、
関 西 、 名 古
屋、九州、沖
縄など全国 

専従ｽﾀｯﾌ 

6名 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

10名/240 

 時間 

小学校～大学
の生徒・学生 

約1500名 

 

その他5000名 

 

 12,332 

 
 



 
  （２）その他の事業 

  
実 施 
日 時 

 

事業名 事 業 内 容 

 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

支出額 
（千円） 

 

 実施せず      

      

      

   


